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ゆりがおか 

 
味覚の秋、収穫の秋で児童がサツマイモ堀 

 
10 月 16 日百合が丘小学校 1 年生(約 90 人)、2 年生(約 80 人)

がサツマイモ堀を行いました。 

本年は、晴天が多く順調に成長し、

一番大きいものは児童の顔の大き

さと変わらないものがありました。

小学校の実習畑では、六月にひと

り一本の苗を植え、水やりや雑草取

りを行ってきました。 

協議会の学習支援ボランティア

では肥料やりや畝立て、収穫の手伝

いなどお世話してきました。 

今日はひと株当たり三個～五個

のみずみずしいイモが獲れました。

一部は家に持ち帰ったり、残りは焼

き芋など計画して全員で収穫の喜

びを味わうことにしています。 

 
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、 

経
過
し
た
半
期

は
、
思
い
感
じ
る
ま
ま
に
役
員
諸
氏
の
絶
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改
善
や
、
就
業
規

則
を
は
じ
め
と
す
る
、
協
議
会
運
営
上
必
要
と
さ
れ
る

諸
規
則
の
整
備
制
定
、
現
在
は
各
専
門
部
会
の
活
動
内

容
の
見
直
し
、
自
治
会
及
び
協
議
会
役
員
の
構
成
や
任

期
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
改
善
を
め
ざ
し

協
議
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
当
地
域
に
お
け
る

住
民
活
動
の
主
体
は
六
つ
の
専
門
部
会
に
委
ね
て
お

り
ま
す
が
、
各
専
門
部
会
員
さ
ん
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー
さ

ん
達
が
協
働
し
、
各
種
行
事
・
活
動
を
実
践
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

あ
っ
と
い
う
間
に
半
期
が
過
ぎ
、
今
！ 

＊
生
活
環
境
部
会
で
は
「
更
に
美
し
く
手
づ
く
り
の
ま

ち
百
合
が
丘
」
を
目
指
し
、
毎
月
第
四
日
曜
日
は
幹
線
道

路
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
作
戦
を
提
唱
さ
れ
、
地
域
を
挙
げ
て

環
境
美
化
対
策
を
実
践
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

＊
福
祉
・
健
康
部
会
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
を

目
的
と
し
た
健
康
医
療
講
話
や
健
や
か
健
康
体
操
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
又
、
認
知
症
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

百
名
の
育
成
を
目
標
と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習

会
の
開
催
な
ど
、
進
み
ゆ
く
高
齢
化
社
会
の
備
え
と
し

て
企
画
し
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
が
何

よ
り
も
の
対
策
と
、
日
々
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
も
実
践
中
で
す
。 

 

秋
風
そ
よ
ぐ
爽
や
か
な
季
節
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
各
部
会
の
重
点
活
動 

掲示板 ＜2012 年 11 月＞ まちの保健室は６４－８６００ 
 

団体・行事名 実施日 実施時間 実施場所 
地
域
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

伊
部
武
治 

あいさつ運動 7,14,21 
百合小校門前 

28（水） 
7:45～8:10 

クリーン・ゆり 前山公園集合  雨天時は次週日曜 25（日） 9:00～11:00 

子育てサロン 
東第 3 集会所 

「つどいの広場」 9,30（金） 10:00～12:00 

子育てサロン「キキ・プチ」 東第 3 集会所 7,21（水） 10:30～13:30 

Ｓｋｉｐ広場 市民センター 13（火） 10:00～12:00 

シネサロン（西） 西第 2 集会所23（金） 13:30～ 

さわやかサロン 東第 3 集会所1,15（木） 10:00～12:00 

＊
ふ
れ
あ
い
交
流
部
会
は
、
何
と
言
っ
て
も
地
域
の
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
夏
祭
り
の
実
行
部
会
で
す
。
そ
の
他
、

新
た
に
青
蓮
寺
湖
マ
ラ
ソ
ン
出
場
目
指
し
、
現
在
チ
ー
ム

編
成
中
で
す
。 

当
地
域
は
平
日
の
昼
間
、
高
齢
者
と
子
育
て
中
の
生
活

弱
者
の
ま
ち
と
化
し
ま
す
。
こ
の
事
を
想
定
し
た
自
主
防

災
組
織
の
再
編
強
化
と
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
を
繰
返
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
常
不
在
の
現
役
世
代
に
委
ね
る
こ

と
は
出
来
ず
、
こ
こ
は
現
役
を
は
な
れ
日
常
当
地
域
に
在

住
確
率
の
高
い
、
団
塊
の
世
代
の
皆
様
に
ぜ
ひ
、
地
域
防

災
の
一
役
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
け
な
い
も
の
か
と
、
当

紙
面
を
お
借
り
し
、
皆
様
方
に
ご
協
力
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
自
治
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
真

剣
に
こ
の
事
を
ご
検
討
い
た
だ
き
対
処
下
さ
い
ま
す
様
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

＊
安
全
防
災
部
会
で
す
が
今
、
当
地
域
で
最
も
緊
急
な

課
題
を
持
っ
て
い
る
部
会
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
南
海
ト

ラ
フ
に
お
け
る
三
連
動
型
の
超
巨
大
地
震
や
、
名
張
断
層

直
下
型
地
震
を
想
定
し
、
各
自
治
会
単
位
で
の
自
主
防
災

組
織
体
制
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

＊
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
部
会
は
先
に
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
五

つ
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
を
目
指
し
、
四
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
当
地
域
の
十
年
先
を
見
据
え
た

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
テ
ー
マ
を
協
議
し
、
順
次
計
画
化

さ
れ
て
ゆ
く
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

＊
教
育
文
化
部
会
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
毎
月
一
度
の
百
合
小
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
を
開
催
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
一

助
に
な
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

百
合
小
の
学
習
支
援
や
吹
奏
楽
の
し
ら
べ
等
も
開
催
。 

シネサロン（東） 東第 1 集会所15（木） 13:30～ 

お茶べりサロン 西第 2 集会所12（月） 10:30～12:00 

さくらサロン 東第 1 集会所26（月） 10:00～12:00 

映画会 13（火） 13:30～ 市民センター 

防災無線通信  4（日） 市民センター 21:00～ 

百合小こどもクラブ 10（土） 
市民センター 

＊12/1（土） 
9:30～ 

すこやか体操 東第 3 集会所 14,28（水） 9:50～11:30 

配食サービス(ゆりの花) 7,14,21,28(水) 

『歩こう会に参加して』   
勤めから解放され、家庭の仕事以外に出来る 

ことがあればと思っているとき「歩こう会」の 
言葉が目に入りました。「あっ！これがいい」と 
思い、左膝関節炎の事も忘れて歩き始め、早いもので、もう 7 年に

なります。毎朝 10 分間の体操をして す。 から歩きま

最初の 4 年間は百合が丘の幹線道路を 2 周、あとは西地区の幹線

道路を１周。小雨決行で毎日続けています。ウォーキングは、私に

とって健康である証でもあります。   
（西２ 高橋重子）

 

１０月の目標達成者（毎月 ２５日締切） 
 
 

四ツ谷孝子 様（東１）２０回 

濱名 正治 様（東６） １回 

森川 三男 様（東３）３４回 

古川 敏弘 様（東３）１８回 

歩こう会  
健康づくり部会 

 赤中の文化発表会  
 

赤中の伝統と云えば,まず「合唱」と云われる 

くらい有名である。10 月 26 日、赤中体育館 

で全校生が集まり開かれた文化発表会「ストロ 

ング ハート」」(強い心)と云うタイトル通り若 

さあふれる合唱の発表があった。また校内には 

各種の展示がされていた。恒例の文化祭です。 

多くの地域の皆さんにも見学・参加してもらい 

たいと思いました。 (齋藤公太郎) 

９
／
１７
（
月
）
敬
老
の
集
い 

 

敬
老
の
日
に
西
の
三
地
区
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
会
が
各
班
長
・
役
員
・
民
生
委
員
の
方
々
の
御
協
力
の
も

と
で
素
晴
ら
し
く
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
事
を
感
謝
致

し
ま
す
。
前
日
は
大
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
日
は
素

晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
て
開
催
が
出 

来
ま
し
た
。 

最
初
に
司
会
者
の
畑
さ
ん
よ
り
内
容 

の
説
明
が
あ
り
、
各
会
長
の
挨
拶
に
続 

い
て
、「
コ
オ
ロ
ギ
」
さ
ん
に
よ
る
合 

唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
齢
層
に
あ
っ 

た
歌
を
10
曲
歌
っ
て
い
た
だ
い
た
後
に 

全
員
で
合
唱
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加 

者
の
皆
さ
ん
が
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま 

し
た
。 

そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り 

ま
し
た
が
、
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ
る 

度
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
最 

後
に
各
町
の
民
生
委
員
さ
ん
と
百
合
老 

連
会
長
の
挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
80
名
で
盛
大
に
楽
し
く
行
う 

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
高 

齢
者
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
な
か
で 

今
後
も
合
同
で
敬
老
の
会
を
考
え
て 

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

番
町
自
治
会
、
西
４
番
町
自
治
会

西
２･

５
番
町
自
治
会
、
西
３･

６ 

資源ゴミ 地域回収実績 

（コミュニティ部会） 
 

9 月度（10,730Kg） 

前月度（14,210Kg） 
 

新聞、アルミ缶、雑誌、段ボール、 

牛乳パックは協議会の回収へ！ 

収日＞     午前 8 時 30 分～ 

 

古

＜回

 

東 1 と東 9 

1～西６   ＝ 第 2・第 3 土曜日

南百合が丘 
西

東２～東 8   ＝ 第 2・第 4 日曜日

＜防犯情報＞  
 

百合が丘住宅内（東９番町）で、自宅ガレージに置いていたタイ

ヤ４本が盗難にあいました。 
 

タイヤには覆いをかけるなど、表から見えないよう盗難予防に努

めましょう。 

これから、年末に向けていろいろな事件が考えられます。お出か

けの際は火の始末と戸締りを、不審者を見かけたら百合が丘市民セ

ンターへ連絡してください。        （安全防災部会） 



  

百
合
小
こ
ど
も
ク
ラ
ブ 

 

１０
月
６
日
（
土
）
。
今
回
は
百
合
が
丘
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
こ
ど
も

達
と
参
加
し
て
下
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
・
サ
ポ
ー
タ

ー
の
総
勢
１
０
３
名
が
、
秋
晴
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広

場
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

５
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
プ
レ
ー
。
成
績

は
個
人
戦
な
の
で
上
位
に
な
っ
て
賞
を
獲
得
し
よ
う
と
、

み
ん
な
真
剣
に
ル
ー
ル
を
学
び
、
こ
ど
も
の
部
と
大
人
の

部
に
別
れ
て
「
い
ざ
、
ス
タ
ー
ト
！
」
始
め
て
の
経
験
で

も
コ
ー
ス
を
回
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
コ
ツ
を
覚
え
上
達

し
て
き
ま
す
。 

ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン
も
出
て
、
あ 

ち
こ
ち
で
「
や
っ
た
ぁ
～
！
」
の 

大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
最
多
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン 

は
保
護
者
の
方
で
、
３
回
と
い
う 

快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
ど
も
達 

も
８
名
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン
賞
を 

獲
得
し
ま
し
た
よ
。「
ま
た
や
ろ 

う
ね
！
次
は
賞
を
獲
り
た
い
！
」 

と
楽
し
そ
う
に
話
す
笑
顔
が
輝
い 

て
い
ま
し
た
。 

今
回
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た 

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
、
参
加
い 

た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ん 

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
と
て
も 

楽
し
い
時
間
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

畑
行
子 

「
上
期
各
部
会
報
告
」 

地域の皆さんで 
認知症のサポーターになりましょう  

 
 認知症の理解を深め、地域でできることを考えてもらうため

｢認知症サポーター養成講座｣を下記のとおり行います。 

ぜひご出席下さい。 
 
東では… 

 １．とき  １１月１日（木）  午前１０時より 

｢さわやか サロン｣の中で行います。 

どなたでも参加できます。 

 ２．ところ  東第３集会所 無料です。 
 
西では… 

 １．とき  ２月１１日（月･祝） 午前１０時３０分より 

｢お茶べりサロン｣の中で行います。 

どなたでも参加いただけます。 

 ２．ところ  西第２集会所 無料です。 

 

講座は、認知症の症状や認知症の人と接するときの心構えな

どを、分かりやすく説明します。 

講座を受けるとサポーターの証である｢オレンジリング｣を

お渡しします 

    地域づくり 福祉健康部会、民生児童委員会 

    百合が丘 まちの保健室、名張市健康福祉部 

平成 25 年度も「すこやか体操」を予定 
 

 「すこやか体操」は今年 7 月から始まりました。
会員は 23 名で楽しく笑いの中で行っています。大
変好評なので来年度(25 年)も実施の予定にしてい
ます。そこで来年参加してみようと考える方に、見
学していただきたく 11 月 14 日・2８日のご案内
をこの広報誌の「掲示板」欄に書きました。どうぞ
覗いて見てください。 

会の世話人は民生委員の倉坂洋子さんです。 
福祉健康部会より

講演会のご案内  
 

①「もっとよく知ろう！がんのこと」 

と き 11 月 25 日(日)10：00～11：30

ところ 百合が丘市民センター多目的ホール

講 師 三重大医学部附属病院 

病院長 竹田 寛先生 
 
②「守ろう！歯の健康！」 

と き 11 月 29 日(水)10：00～ 

ところ 百合が丘東第 3 集会所  

講 師 百合が丘 岡本歯科医院 

    院長 岡本 通宏先生

「すこやか体操」参加者の感想 
 

・最近姿勢が良くなったと周りの人に言

われるようになった。 

・教室に参加してから体重が 1Kg 減っ

た。 

・普段も、なるべく動くようにしている。

・1 日の歩数が増えた（2000 歩→

10000 歩） 

・朝、夕に犬の散歩をするようになり、

1 日 7000 歩を歩くようになった。

・教室で教えてもらった体操を家でも採

り入れている。 

・家でテレビを見る時にも、意識して足

を動かすようになった。 

・家では笑うことも少ないが、教室に来

ると大きな声を出して笑うことが多い

ので楽しい。 

・足腰が楽になったように思う。 

・みんなに痩せたねと言われるようにな

った。 

・地域の中で、今後もこの教室を続けて

欲しい。   （福祉健康部会まとめ）

10 月 27 日（土）バス&ウォーク 168 名（観光バス 4 台）が参加
 
天文 6 年（1537 年）織田信長の叔父である織田信康が 
創建し現存する日本最古の木造建築。戦国時代の攻防の 
要となった犬山城。江戸時代元和 3 年（1871 年）尾張 
徳川家の重臣成瀬正成が拝領。以降成瀬家が幕末迄城主。 
昭和 10 年に国宝に指定され平成 16 年財団法人犬山城 
白帝文庫所有となる。城は望楼型 3 重 4 階地下 2 階。 
急な階段を４階へ一気に登り展望台へ。木曽川の南岸に 
そそり立ち、身震いしました。築城当時の木材のぬくも 
りが感じられ、さすが 500 年のお城です。 

日本晴れの今日は秋の犬山城祭りで広場は 
山車（やま）が６基勢揃い。午前 11 時から、 
「からくり人形」の披露が始まりました。 
大勢の観光客です。その後、時間の都合もあり 
麦秋館（昼食）、ノリタケの森に向かいました。 
百合が丘 18 時 30 分頃無事帰着。 

ご協力有難うございました。 （健康班班長：古川一江） 

「
教
育
文
化
部
会
」 

 
 

 
 

部
会
長 

斉
藤 

健 

今
年
度
も
上
期
事
業
と
し
て
、
教
育
的
活
動
の
一
環
で
あ
る
「
百

合
小
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
「
百
合
小
学
習
支
援
（
ほ
め
ほ
め
隊
と
し
て

学
習
と
野
菜
作
り
）」
と
文
化
的
活
動
で
あ
る
「
名
張
西
高
と
赤
目

中
学
の
吹
奏
楽
合
同
演
奏
会
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

特
に
、
「
百
合
小
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
は
登
録
人
数
116
名
で
児
童
全

体
の
約
２
割
に
達
し
、
１
回
の
参
加
人
数
も
約
70
人
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
大
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
１
泊
２
日
の

合
宿
を
行
い
、
親
元
を
離
れ
子
ど
も
た
ち
が
寝
食
を
共
に
し
、
思
い

や
り
や
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
仲
間
意
識
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
名
張
西
高
校
が
統
廃
合
問
題
で
揺
れ
る
中
、
学
校
と
地

域
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
で
両
校
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。
部
会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
、
下
期
事
業
へ
の
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
福
祉
健
康
部
会
」 

 
 

部
会
長 

齋
藤
公
太
郎 

24
年
8
月
１
日
現
在
の
当
地
区
人
口
は
７
７
４
７
人
で
そ
の
内

65
歳
以
上
は
１
４
１
９
人
で
そ
の
率
は
１
８
．
３
％
で
あ
る
。
高
齢

化
は
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
少
子
化
も
百
合
小
の
生
徒
数
か
ら
見
て

も
、
は
っ
き
り
と
判
る
。
高
齢
者
が
元
気
に
年
を
重
ね
て
い
く
た
め

に
人
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
を
開
き
、
お
互
い
が
話
、
笑
う
機
会
は
た
く

さ
ん
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歩
く
こ
と
を
中
心
に
健
康
の
維
持
に

も
努
め
て
い
た
だ
い
た
。
高
齢
者
生
活
支
援
に
と
「
ゆ
り
バ
ス
」
を

走
ら
せ
「
ゆ
り
ポ
パ
イ
」
で
送
迎
や
、
庭
の
剪
定
や
草
刈
り
、
ゴ
ミ

出
し
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
地
区
の
班
長
さ
ん
で
あ
り
、

支
援
者
、
民
生
児
童
委
員
、
ま
ち
の
保
健
室
の
み
な
さ
ま
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
た
お
蔭
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

は
以
上
の
内
容
を
充
分
に
み
な
さ
ん
へ
Ｐ
Ｒ
し
利
用
者
が
増

加
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
お
互
い
の
助
け
合
い
と
し
て
、
支

援
の
一
層
の
協
力
を
得
る
こ
と
、
ゆ
り
バ
ス
の
将
来
像
を
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
る
こ
と
を
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
事
業
化
す

る
こ
と
が
課
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

「
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
部
会
」 

 

部
会
長 

雪
岡 

弘
雄 

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
は
住
民
の
合
意
形
成
と
財
源
な
ど
長
期
を

要
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
今
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

ま
ず
、
五
月
は
京
都
亀
岡
市
で
小
学
生
の
通
学
中
に
起
き
た
十
数
名
が

死
傷
す
る
と
い
う
大
事
故
が
あ
り
、
当
地
の
通
学
路
の
危
険
道
路
の
点
検

を
し
、
特
に
南
百
合
が
丘
か
ら
百
合
が
丘
に
至
る
道
路
に
つ
い
て
関
係
者

と
の
現
地
調
査
や
名
張
市
、
警
察
署
と
の
立
ち
会
い
な
ど
当
局
へ
の
働
き

掛
け
を
行
い
ま
し
た
。危
険
度
の
認
識
は
い
た
だ
い
た
も
の
の
財
源
も
あ

り
す
ぐ
に
実
行
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
白
線
引
き
や
測
量
の
実
施
な
ど
が
さ

れ
ま
し
た
。次
に
南
百
合
や
青
蓮
寺
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
確
保
等
三
重

交
通
や
名
張
市
交
通
対
策
室
と
の
話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。バ
ス
の

乗
り
入
れ
は
バ
ス
全
体
の
乗
降
客
減
少
の
中
で
新
た
な
乗
り
入
れ
は
困

難
な
状
況
で
す
が
、「
ナ
ッ
キ
―
号
」
の
運
行
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
よ
り

こ
の
問
題
が
解
消
で
き
な
い
か
今
後
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。名
張
駅
発

百
合
が
丘
行
き
バ
ス
の
発
着
時
間
に
つ
い
て
電
車
の
着
時
刻
と
の
整
合

性
等
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

次
に
名
張
市
は
平
成
二
十
五
年
度
事
業
で
市
内
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
前
進
の
た
め
二
百
万
円
の
交
付
金
事
業
を
制
定
実
施
す
る
予
定
で

す
。当
地
で
は
、花
い
っ
ぱ
い
事
業
と
し
て
近
隣
公
園
や
市
民
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
桜
を
植
樹
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら
に

こ
の
事
業
で
小
学
校
児
童
の
通
学
団
集
合
拠
点(

十
二
か
所)
に
時
計
を

設
置
し
、児
童
が
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
通
学
で
き
る
よ
う
安
全
に

期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
は
さ
ら
に
住
民
の
ご
理

解
や
合
意
を
得
な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
事
柄
も
多
く
あ
り
、
今
後
も
で

き
る
こ
と
か
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

「
安
全
防
災
部
会
」 

 
 

部
会
長 

池
戸 

宗
雄 

安
全
防
災
部
会
の
Ｈ
２４
年
度
上
期
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
計
画
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
個
別
に
見
る
と
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
と
お
も
い

ま
す
。
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
の
協
力
を
お
ね

が
い
し
た
り
、
起
震
車
を
手
配
し
た
り
、
高
齢
者
体
験
セ
ッ
ト

を
準
備
し
た
り
出
来
る
だ
け
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
計
画
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
参
加
者
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
要
因

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
行
っ
て
役
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
天
ぷ
ら
火
災
を
訓
練
の
手
順
ど
お
り
行
い
、
火
災
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
訓
練
の

賜
物
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
防
災
部
会
は
、
下
期
も
が

ん
ば
り
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

当
部
会
の
事
業
の
一
つ
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
」
が
あ

り
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
に
百
合
が
丘
小
学
校
の
正
門
と
裏
門

で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
登
校
す
る
児
童
に
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
を
実
践
し
て
今
年
で
９
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
百
合
が
丘
の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
よ
く
挨
拶
し

て
く
れ
る
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
け
る
の
も
、
永
年
に
わ
た

り
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
お
い

で
に
な
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
、
校
門
だ
け
の
あ
い
さ
つ
運
動
で
は
無
く
、
「
ま

ち
中
ど
こ
で
も
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
交
流
部
会
が
担
当
す
る
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
ま
す
「
地
域
夏
祭
り
」
は
、
予
定
通
り
８
月
４
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
交
流
部
会
員
を
は
じ
め
自
治
会
役

員
・
班
長
さ
ん
の
み
ご
と
な
協
力
態
勢
、
責
任
分
担
で
子
ど
も

神
輿
も
、
夜
店
も
、
ス
テ
ー
ジ
も
大
盛
況
で
し
た
。
本
番
当
日

に
向
け
て
の
自
治
会
単
位
の
打
合
せ
や
準
備
作
業
の
大
変
さ

の
中
に
、
自
治
会
内
で
の
あ
る
べ
き
〈
ふ
れ
あ
い
交
流
〉
や
〈
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
が
実
践
さ
れ
、
絆
と
は
言
わ
ず
と
も
、

相
互
理
解
、
協
力
の
精
神
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
よ
り
強
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
機
会
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

「
ふ
れ
あ
い
交
流
部
会
」 

 

部
会
長 

畑 

和
伸 

「
生
活
環
境
部
会
」 

 
 

 
 

部
会
長 

田
邉 

紀
生 

平
素
は
百
合
が
丘
・
青
蓮
寺
地
域
内
の
環
境
美
化
及
び
「
ひ
だ
ま
り
」

（
旧
た
ま
り
場
）の
園
芸
福
祉
事
業
に
会
員
皆
様
の
自
主
的
な
奉
仕
活
動

に
よ
り
生
活
環
境
部
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
期
上
半
期
も
会
員
皆
様
の
絶
大
な
る
協
力
に
よ
り｢

上
期
ユ
リ
坂
一
斉

清
掃
作
業｣

も
１０
年
間
無
事
故
無
災
害
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
各
自
治
会

代
表
の
現
場
責
任
者
の
方
は
も
う
少
し
地
域
内
の
美
化
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
度
よ
り
毎
月
第
４
日
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す｢

団
地
内
幹
線

道
路
の
清
掃
作
業｣

も
自
治
会
の
会
員
皆
様
の
協
力
に
よ
り
軌
道
に
乗
り

つ
つ
あ
り
ま
す
、
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

｢

下
半
期
ユ
リ
坂
一
斉
清
掃｣

を
１１
月
１８
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。園
芸
福
祉
部
で
は
セ
ン
タ
ー
祭
り
で
花
の
苗

を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
入
会
お
願
い
し
ま
す
。 


